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2 月 17 日（火）、北谷町役場において、赤十字災害救護連
絡車の引渡式が行われました。 

 赤十字災害救護連絡車は、赤十字事業をより円滑に取り
組むために、要望のあった市町村に対して配備しているも
のです。今回の配備車両は北谷町からの要望により「ハイゼ

ットカーゴ」が採用されました。 

 なお、県内における車両配備は昭和 47 年に開始され、これ
までに 31 市町村へ延べ 81 台が配備されています。 

引渡式では、日本赤十字社沖縄県支部上間優副支部⾧より、 
「赤十字の『減災・防災』への取り組みは、地域防災力の向上に寄与するだけでなく、自助・共助・公助を推

進し、市町村とともに困難を乗り越える重要な役割を果たすものと考えています。本車両の配備により、北谷

町分区との連携が一層強化され、非常時の力となることを願っています」と挨拶がありました。 

2 月 2 日（月）、日本生命保険相互会社那覇支社様よ
り寄付金の贈呈を受け、沖縄県支部にて贈呈式を開催し

ました。 

この寄付は、日本生命保険相互会社が実施する「にっ
せーのせ！地域振興寄付金」の取り組みによるもので

す。同取り組みでは、アンケート回答 1 件につき 10 円

が日本赤十字社の各都道府県支部へ寄付されます。 
がん啓発活動の一環として実施されたこのアンケー

トには、全国で約 158.1 万人が回答し、沖縄県内では

16,318 名の回答が寄せられました。 

贈呈式では、日本生命保険相互会社那覇支社⾧宇田川暁様より、「多くの方にアンケートのご協力をい
ただけたことを嬉しく思う。今後もこのような取り組みを通して、がん検診の早期受診の意識向上にとど
まらず、地域の安心・安全に貢献していきたい。地域振興として赤十字に有効的に活用していただきたい」
とお言葉をいただきました。 

これに対し、日本赤十字社沖縄県支部北谷町分区⾧である渡久地政志町⾧は、「このたび、本町の要望によ
り災害救護連絡車を導入いただき、心より感謝申し上げます。今後は本車両を活用し、赤十字活動の推進と防

災・健康に関する情報発信を行うとともに、自主防災組織との連携のもと、『自助・共助・公助』の考え方に

基づいた地域防災力の向上に努めてまいります」と述べられました。 

 

これに対し、日本赤十字社沖縄県支部上間優副支部⾧は、「赤十字は“苦しんでいる人を救う”という使
命のもと、災害時の救護活動だけでなく、平時の防災セミナー・AED 講習会などにも力を入れている。今
回のご寄付は、御社の地域を思うお気持ちとご期待を胸に誠心誠意お応えできるよう活用してまいります」
と、感謝を述べました。 
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